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北本高校の生徒が中丸小へ授業支援

～Kitamoto Inter School Exchange Program ～

授業の中で、課題に向き合うとき、個人でじっくり考えたり、グループで話し合ったり、発表し
合ったりして学習を深めていきますが、その過程で、優しい高校生が一緒に考えたり、ヒントを
くれたりして深い学びにつながっています。また、授業の中で見られるお互いの笑顔は、とても
輝いています。ぜひ、間近でご覧ください。

日 時

北本市では、小・中・高校生が相互に交流する事業として、ＫＩＳＥＰ（キセップ）（Ｋｉｔａｍｏｔｏ 
Ｉｎｔｅｒ Ｓｃｈｏｏｌ Ｅｘｃｈａｎｇｅ Ｐｒｏｇｒａｍ）を行っています。 
本事業は、小学生の学習や活動に対する興味・関心・意欲等を高め、高校生においては社
会参加意識やボランティア意識の醸成を目的としています。
今回は、中丸小の児童が、北本高校のお兄さんやお姉さんから学習支援を受け、普段の授
業では味わえない喜びを感じ取ります。
北本市独自の特色ある開かれた教育活動として、小学生と高校生の笑顔いっぱいの事業
です。

理科の授業支援の様子（昨年）

時 間

・

内 容

場 所６月１８日(木)７：４０頃～
北本市立中丸小学校
（北本市宮内７-145）

７：４０～ ８：００ 【あいさつ運動】 （正門、通学路上の主要交差点）

９：４０～１２：25 【授業支援等】 （１０：４０～１２：２５ ４年生とのバレーボール）

あいさつ運動では、北本高校・騎西特別支援学校北本分校の生徒が、校門や通学路に立
ち、登校中の中丸小児童と気持ちのよいあいさつを交わします。
授業支援では、各学級に高校生が数名出向き、教師の補助として授業支援をします。
３・４時間目の体育では、バレーボールを行い、特に見所です。

報 道 関 係 各 位

担当者コメント

【タイトル】
・数字・固有名詞等の客観的事実、●●初(県内初など)
・おおむね20字以内

【本文】
・取材に来てもらいたい日時・場所等は太字・フォントを大きく
・この事業の背景・目的・今後の方向性等、短い文章で多くの情報を記載

【日付・問合せ先】
・発信日は火～木曜日が効果的(イベントは遅くても１週間前まで)。

 市長公室で内容を精査するため、発信したい日の
３日前までに市長公室にデータを提出してください。

【写真】
・内容を一目で伝えられる写真を１，２枚(人が写っているとよい)
・ＦＡＸで送信しても判別できる写真
・データ提供できる旨を必ず記載(日ごろから事業の写真残しておく)

 ・情報の正確性を担保するため、生成AIを用いて作成した画像の使用は
控えてください。

【リード文】
・結論から書き、主語と述語を近づけたシンプルな文章

(修飾語を多用しすぎない)。
例 財政状況が、改善しました。

【担当者コメント】
・担当者の写真を入れることで記者が親しみを感じ、取材しやすくなる
（写真撮影できますのでお声掛けください）
・この事業にかける思い、注目してほしいポイントなど
・事業内容によっては市長コメントを入れる
・詳細情報を掲載しているホームページのＱＲコードを必ず入れる

【その他】
・縦横中心や空白の幅を意識して揃えると、すっきりとした印象になり、目に留
まりやすくなります。
・フォントは「BIZ UDPゴシック」を基本とします。目的によっては他も可能です。
・＆greenロゴは必要に応じて削除することも可能です。

資料 ●

体育の授業支援の様子（昨年）

北本市小・中・高相互交流事業（KISEP）
キセップ

写真データ提供可

北本高校・騎西特別支援学校北本分校の生徒が、校門や通学路に立ち、
登校中の中丸小児童と気持ちのよいあいさつを交わします。

各学級に高校生が数名出向き、教師の補助として授業支援をします。
３・４時間目の体育では、バレーボールを行います。
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